


















































































































































































































れは、生物医療化（Clarke et al 2003）、遺伝子
化（Lippman 1991）、製薬化2）（Abraham 2010；















































































































































 1） Web of Scienceで 1992～2013 年の論文数（検索
ワードは「医療化」）を、粗くではあるが検索した
ところ、1992 年 18 本、2007 年頃まで 50～60 本
であった。しかし、2008 年以降 100 本を超えるこ
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